
　置戸町郷土史研究会は、5月5日から今シーズ

ンの開館業務を始めました。置戸町郷土資料館に

は、旧石器時代の石器のほか、近代まで使用され

てきた生活用具や開拓資料、林業で栄えたまちを

物語る林業関係資料など郷土の歴史を知ることが

できる貴重な資料館です。開館期間は5月から10

月までの第1、第3土曜日。時間は午後1時から4時

まで。詳しくは中央公民館（☎52-3075）まで。

５ ／５ 郷土資料館、今シーズンの開館始め

　おけとパークゴルフ場がオープンし、この日を

首を長くして待ちわびていた町内外のパークゴル

フ愛好家たちが、ぞくぞくと詰めかけました。セ

ンターハウスでシーズン券の申し込みを素早く済

ませたパークゴルフ愛好家たちは、仲間連れで芝

の感触をじっくりと確かめながら、暖かい春の日

差しをいっぱいに浴びて、思い思いにプレーを楽

しんでいました。

４／２８ パークゴルフシーズン到来

　オケクラフトの職人を育てる「オケクラフト作

り手養成塾」の入塾式が4月17日、山村文化資源

保存伝習施設どま工房で行われ、札幌市出身の石

垣拓也さんと北見市出身の齊藤陽英（あきひで）

さんの2人が入塾しました。今後はアトリエ・と

きデザイン研究所の時松辰夫さんを名誉塾長に、

技術指導は主任講師の片岡祐士さんら町内の作り

手が担い、２年間基礎的な技術を学びます。

４／１７ 「オケクラフト作り手養成塾」入塾式

　置戸町青年団体連絡協議会主催の「置戸ニュー

フェイスの環（わ）」が4月14日、中央公民館で

開催され、この春から新たに置戸町に住み始めた

若者など20人余りが参加しました。参加者は3つ

のグループに分かれ、自己紹介の後、パンケーキ

を飾る食材購入費の予算を決めるゲームを行い、

イチゴやお菓子などの食材を購入。パンケーキ作

りを通して交流を深めました。

４／１４ 新置戸人、パンケーキ作りで交流

広報おけと 3２０１８.５


